
広報

人　口
5,934人 （前月比＋5）

世帯数
2,534世帯（前月比＋15）

3,059人 （前月比＋6）男
2,875人 （前月比－1）女

木曽岬町の人口と世帯数
8月1日現在 登録は簡単で、どこにいても町の

情報が確認できます。
【登録方法】
QRコードからサイト
にアクセスするか、
「t-kisosaki@sg-p.jp」に空メール
を送信してください。

木曽岬町メール配信サービス
主な内容主な内容
やろまい夏祭り
農業委員会新体制スタート
こども園入園案内

町民体育祭のお知らせ
全国大会出場・入賞
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きそさき
INFORMATION

包括連携協定を締結
　令和5年7月12日（水）、木曽岬町役場
にて四日市大学と木曽岬町との包括連携
協定締結式が行われました。
　四日市大学との包括連携協定は、まち
づくりや教育、学術研究の推進、人材の
育成など、幅広い分野で相互に協力する
ことで、町の発展に繋げることを目的と
しています。
　四日市大学の岩崎学長は、あいさつの
中で「大学と町が組織としての連携を高
め、木曽岬町で学びの場を増やしていき
たい」と意欲を語られました。

　去る7月13日にJAみえきた木曽岬青壮年部のみなさんによる木曽岬小学校の除草作業が行わ
れました。青壮年部では毎年、奉仕活動の一環として町道沿線の草刈りなどをされており、今年
は木曽岬小学校の学校の森やビオトープなどを作業場所に選定していただきました。小雨の降る
日ではありましたが、総勢19名が1時間ほどかけて作業をしたところ、すっかりきれいになりま
した。青壮年部の皆さん、ありがとうございました。

JAみえきた木曽岬青壮年部による奉仕活動JAみえきた木曽岬青壮年部による奉仕活動
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　去る7月18日（火）、夏の交通安全県民運動（7月11日～ 7月20日）
の活動として木曽岬小学校を「まもってくれてありがとう運動」モデ
ル校に指定し、同校校長室にて指定式を行いました。
　当日は、児童代表として6年生の村瀬　生真さんと、北原　璃空さん
がそれぞれ指定書とのぼり旗を受け取り、
交通安全のため自分たちが気を付けること
について発表を行っていただきました。

モデル校指定式を開催しました
「まもってくれてありがとう運動」「まもってくれてありがとう運動」「まもってくれてありがとう運動」

※「まもってくれてありがとう運動」とは
　横断歩道を渡る時に、止まってくれた運転
　手に対して「ありがとう」と言葉で伝えた
　り、軽くおじぎをしたりして、ありがとう
　の感謝の気持ちを伝える活動です。
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　７月２０日木曽岬町役場会議室で、新農業委員９人に対し、加藤町長から辞令が交付されました。また、
農業委員会法に基づいて選任された委員による初の総会を同日に開催し、新役員の互選を行い、会長に白
木斉委員、会長職務代理者に岡村昇委員が選任され、農地利用最適化推進委員５人を委嘱する議案を原案
どおり可決し、同日に、白木斉会長から委嘱状が交付されました。

農業委員会 新体制スタート

加藤町長から辞令を交付 白木会長から委嘱状を交付

■農業委員の役割
　１農地の貸借・売買の許可、決定等及び農地転
　　用許可への意見
　　•農地の貸借・売買、農地転用許可について、
　　　総会に出席して審議を行います。
　２最適化活動目標等の作成
　　•農地利用の最適化の推進に関する目標や推
　　　進の方法について設定します。
　　•農地利用最適化推進委員の意見を聴きなが
　　　ら活動計画を作成します。
　《農業委員は、このほか農地利用最適化推進委
　員と連携して農地の有効利用を図ります。》

■農地利用最適化推進委員の役割
　１担当地区での農地利用の最適化のための推進
　　活動
　　•担い手への農地利用の集積・集約化
　　•遊休農地の発生防止・解消
　　•新規就農者などへの支援活動
　２総会等に出席し農地利用の最適化推進に関す
　　る意見を述べる
　３最適化活動目標等の作成への参画

★農業委員（９人）
役 職 氏 名 担当地区

会 長 白木　　斉 ―

岡村なつ枝 ―

水谷　正行 上見入・下見入・東見入

𥽜　己紀男 中和泉・富田子・小和泉
横井　善彦 上和泉・下和泉

伊藤　忠司 西対海地・小林・近江島・
田代・栄

花井　一好 上藤里・松永・下藤里・
源緑・白鷺

白木　　悟 川先・福崎・豊崎・脇付・
雁ヶ地

岡村　　昇 新加路戸・上加路戸・
中加路戸・大新田・外平喜

会長職務代理者

※任期は令和8年7月19日まで

★農地利用最適化推進委員（５人）
氏 名 担当地区
伊藤　恒久

伊藤　正人 西対海地・小林・近江島・田代・栄
加藤　英二 中和泉・富田子・小和泉・上和泉・下和泉
伊藤　正樹 上藤里・松永・下藤里・源緑・白鷺
伊藤　　守 川先・福崎・豊崎・脇付・雁ヶ地

新加路戸・上加路戸・中加路戸・大新田・外
平喜・上見入・下見入・東見入

※任期は令和8年7月19日まで
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ヘルシークッキングの
お知らせ

ヘルシークッキングの
お知らせ

配食弁当サービスのお知らせ配食弁当サービスのお知らせ

シニアクッキングの
お知らせ

シニアクッキングの
お知らせ

●日　　時／ 10月13日（金）
　　　　　　午前10時～午前11時30分
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対  象  者／木曽岬町にお住まいの成人以上の方
●定　　員／ 15名まで
●実施内容／体操、講話、簡単な調理、試食、
　　　　　　レシピ紹介
●献　　立／麻婆豆腐、きのこの中華スープ、
　　　　　　サラダ　他
●持  ち  物／筆記用具、エプロン、三角巾、ふき
　　　　　　ん（２枚）、
　　　　　　料理をお持ち帰りされる方は、保存
　　　　　　容器とバックをお持ちください
●参  加  費／３００円
●受付期間／９月１日（金）～ 10月６日（金）
　　　　　　（先着順で受け付け、定員になり次
　　　　　　第締め切ります）
●申込方法／木曽岬町保健センター　管理栄養士
　　　　　　まで（☎６８-６１１９）
　　　　　　お電話もしくは窓口にてお申し込み
　　　　　　ください
※都合により中止、または内容を変更する場合が
　あります。

●日　　時／９月29日（金）
　　　　　　午前10時～午前11時30分
●場　　所／木曽岬町保健センター
●対  象  者／木曽岬町にお住まいの65歳以上の方
　　　　　　または、65歳以上の方と同居されて
　　　　　　いる方
●定　　員／ 15名まで
●実施内容／体操、講話、簡単な調理、試食、レシ
　　　　　　ピ紹介
●献　　立／スパムおにぎり、島豆腐のみそ汁 他
●持  ち  物／筆記用具、エプロン、三角巾、ふき
　　　　　　ん（２枚）
　　　　　　料理をお持ち帰りされる方は、保存
　　　　　　容器とバックをお持ちください
●参  加  費／３００円
●受付期間／９月１日（金）～９月22日（金）
　　　　　　（先着順で受け付け、定員になり次
　　　　　　第締め切ります）
●申込方法／木曽岬町保健センター　管理栄養士
　　　　　　まで（☎６８-６１１９）
　　　　　　お電話もしくは窓口にてお申し込み
　　　　　　ください
※都合により中止、または内容を変更する場合が
　あります。

　「コレステロールと中性脂肪」をテーマに、
ヘルシークッキングを開催します。コレステロ
ールと中性脂肪の関係や、体操、レシピなどを
ご紹介いたします。皆さまのご参加、お待ちし
ております。

　「沖縄料理」をテーマに、シニアクッキング
を開催します。ご自宅でできる簡単な沖縄料理
のレシピや食材、特徴などをご紹介いたします。
皆さまのご参加、お待ちしております。

●日　　時／９月26日（火）
　　　　　　お弁当は正午～午後１時の間にご自宅
　　　　　　へお届けいたします
　　　　　　※お申し込みは９月１日（金）～
　　　　　　　９月19日（火）まで
●対　　象／木曽岬町にお一人住まいの70歳以上
　　　　　　の方
●献　　立／栄養バランス満点のお弁当

●人　　数／ 25名
　　　　　　先着順で受け付け、定員になり次第締
　　　　　　め切ります
●申込費用／無料
●申込方法／木曽岬町保健センター管理栄養士まで
　　　　　　（☎６８－６１１９）
　　　　　　お電話もしくは窓口にてお申込みくだ
　　　　　　さい

ヘルスメイト（木曽岬町食生活改善推進協議会）が丹精込めてお弁当を作ります。
皆さまのお申込み、心よりお待ちしております。

※都合により変更になる場合があります。ご了承ください。
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令和6年度　木曽岬こども園　入園のご案内
木曽岬こども園は幼保連携型認定こども園として、就学前の子どもの教育・保育を一体的に行う施設です。
木曽岬こども園では令和６年度入園申し込みの受付を次のとおり行います。
令和６年度（令和6年4月から令和7年3月）中に木曽岬こども園へ入園を希望される方は、お申し込みください。
※育児休業終了などにより年度途中での入園を希望される方についても、同様に予約受付を行います。

●申し込み資格
　令和６年４月１日以降に木曽岬町に居住し住民登録されている、又はその予定である保護者とその乳幼児。
　※０歳児の入園資格は、入園時点で生後６か月以上です。
　※令和６年４月１日以降に木曽岬町へ転入された方は、転入日（住民記録の異動日）以降の入園となります。
　※利用定員に達した場合は、選考の結果、入園をお断りすることがあります。

※木曽岬こども園に入園されない方は、４月から通園される幼稚園名等を10月12日（木）までに福祉健康課（保健セン
　ター）へお知らせください。

●保育を必要とする方の入園基準
　２号認定及び３号認定での入園を希望される場合は、保護者が以下のいずれかの要件を満たすことが必要です。申
　込書の提出と同時に、就労証明書など要件を満たしていることを証明する書類の提出が必要です。
　①労働に従事している（月48時間以上） ②妊娠中又は出産後（産前２か月産後２か月）
　③疾病等の長期療養が必要、又は障害を持っている ④長期入院している親族の介護、又は看護をしている
　⑤求職活動をしている ⑥就学、又は職業訓練等をしている。
　⑦その他（虐待やDVのおそれがあることなど）

【新規に申し込みをされる方】
①受付日時　10月13日（金）　午前９時～午前11時
②受付場所　保健センター
　　　　　　※お子さん同伴でお越しください。
　　　　　　　簡単な面接を行います。
③申込書の配布
　誕生日が令和３年４月１日以前（3，4，5歳児）には、
　福祉健康課（保健センター）からご案内させていただ
　きます。誕生日が令和３年４月２日以降のお子さん
　につきましては10月２日（月）までに、福祉健康課（保
　健センター）で申込書をお受け取りください。

【在園されている方】
　入園の変更がない場合は、申込書を提出していただ
く必要はありません。ただし、２・３号認定で申し込
まれる方は就業などに関する証明書を園で受け取り、
必要事項を記入のうえ園へご提出ください。
①提出期間　10月2日（月）～ 10月13日（金）
　　　　　　土日祝は除きます。
②時　　間　午前７時30分～午後５時15分

●申し込み方法

●認定区分及び対象年齢について
　•１号認定：３～５歳児（平成30年4月2日から令和3年4月1日までに出生した幼児）で、保育を必要としない場合
　•２号認定：３～５歳児（平成30年4月2日から令和3年4月1日までに出生した幼児）で、保育を必要とする場合
　•３号認定：０～２歳児（令和3年4月2日以降に出生した乳幼児）で、保育を必要とする場合

〈参考〉令和６年度　年齢表

年齢児
対　象

生年月日
2.3号認定 1号認定

０歳児
１歳児
２歳児
３歳児
４歳児
５歳児

〇
〇
〇
〇
〇
〇

－
－
－
〇
〇
〇平成30年4月2日～平成31年4月1日

平成31年4月2日～令和　2年4月1日
令和　2年4月2日～令和　3年4月1日
令和　3年4月2日～令和　4年4月1日
令和　4年4月2日～令和　5年4月1日
令和　5年4月2日～
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大会結果報告

　７月28日（金）に全国大会出場に伴う激励金の交付式が役場町長室で行われ、“第23回全日本少年少
女空手道選手権大会（8／ 7～ 8／ 9）”に出場する西平桃耶さん（西白鷺川）に加藤町長から激励金が授
与されました。
　西平さんは５月14日（日）に三重交通Gスポーツの
杜鈴鹿体育館にて開催された“第39回三重県少年少
女空手道選手権大会　小学２年男子組手”において第
2位となり全国大会への切符を手にしました。
　西平さんからは「全国大会に出場できなかった子の
想いも持って優勝したいです！」と力強い決意表明を
頂きました。

教育委員会
☎68-1617

問合せ先

全国大会出場！！全国大会出場！！
西平桃耶さん（剛柔流空手道KEアカデミー／空手）
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木曽岬子ども未来塾
『夏特勉』を開催しました
　８月１日（火）、３日（木）、４日（金）の３日間、町民ホールで、木曽岬
子ども未来塾『夏特勉』を開催しました。これは、中学生の学習支援の
一環として木曽岬子ども未来塾運営委員会が令和元年度から行っており、
ALT（外国語指導助手）のロブ先生によるオールイングリッシュの特別講
座を行いました。
　３日間の内容はそれぞれ工夫されたものとなっており、パソコンやタ
ブレット端末、スクリーンなどを使用しながら、クイズや英語の曲のリ
スニングなどの活動を通して、楽しみながら学習を進めることができま
した。
　毎年恒例となっている、毎日１組ずつ外国の方とオンラインで接続し、
その方々がどこの国の方かを当てるために英語で会話をするクイズを通
して、タブレット端末越しに一対一でネイティブスピーカーの方との会
話を行いました。今年は、タイ、イタリア、スペインの方と会話をした
のですが、初日は緊張しながら質問をしていました。日を追うごとに自
分のタブレット端末を使って質問したいことをそれぞれが自分で考えた
り、相手の国について紹介してもらったことをその場で調べてさらに質
問につなげたりと、進んで会話を楽しもうとする姿が増えていきました。
　「とても楽しくて勉強になった」「来年も参加したい」「世界の国のことが知れてよかった」「他の国の方と話せて
楽しかった」など、参加した生徒からは夏特勉に満足した声が聞かれました。
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木曽岬ミニバスケットボールクラブ（女子）準優勝！！木曽岬ミニバスケットボールクラブ（女子）準優勝！！

　木曽岬町体育協会主催の“第30回木曽岬町ボウリング大会”がアソビックスあさひのボウリング場
で開催され、一般部門28名とジュニア部門13名の41名が参加し優勝を競いました。今大会はマスク
の着用やハイタッチの自粛などは求めず、各自で感染対策に注意しながら実施したこともあり、ストラ
イクが出るたびに歓声や仲間同士でハイタッチする姿が見られる
など活気あふれる大会となりました。
　なお、各部門の結果については以下のとおりです。（敬称略）

“第30回木曽岬町ボウリング大会”大会結果“第30回木曽岬町ボウリング大会”大会結果

　7月15日（土）と7月22日（土）の二日間にわたり、飛島村にある飛島南部体育館で第一回尾勢リーグ
が開催されました。
　この大会は、伊勢（三重県）から4チーム、尾張（愛知県）から4チームの計8チームが総当たりし、「サ
イレントリーグ」という初の試みで行われました。
　サイレントリーグとは、指導者及び保護者がベンチに入れず、チームの作戦やタイムアウトのタイミ
ングなどを全て子ども達自身で決めるというルールで行われた大会であり、子どもが自ら考え、自分自
身の主体性を伸ばす良い機会となりました。
　この大会において、木曽岬ミニバス女子は、キャプテンを中心にしっかりとまとまり、日頃の練習の
成果を十分に発揮し、準優勝の成績をおさめました！！
　今後も子ども達がチーム一丸となって練習に励んでいただき、良い結果が収められるよう木曽岬ミニ
バスケットボールクラブの今後の更なる活躍を期待しています。

【一般の部】 優　勝：甲地　誠巨

 準優勝：甲地美由樹

 第３位：江場　　晃

【ジュニアの部】 優　勝：高橋　愛翔

 準優勝：加藤　一真

 第３位：北野　隼人

※木曽岬ミニバスでは
　小学生の団員（男女）
　を募集しています。
　興味がある方は、お
　近くのミニバス部員、
　若しくは保護者へお
　声掛けください。
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第2回 図書館宿泊・朝活体験会開催第2回 図書館宿泊・朝活体験会開催第2回 図書館宿泊・朝活体験会開催
　夏休み期間中に小中学生が町立図書館に宿泊する「図書館宿泊・朝活体験会」を実施しました。これは、
子どもの読書活動推進事業の一環として昨年に引き続き実施したものであり、男子の部は７月28日
（金）と29日（土）に、女子の部は８月18日（金）と19日（土）の２回に分けて実施しました。
　本町では令和3年度末に実施した小中学生を対象としたアンケートにおいて、平日に4時間以上ゲ
ームをする児童の割合が25％に及ぶとの結果に危機感を覚え、とかく生活のリズムが乱れがちな夏
休みを利用してゲームやスマホから離れ、読書や勉強に励んでもらおうと図書館に宿泊する体験会を
開始しました。
　夜は図書館内の学習室と、えほんとおはなしのへやに低学年と高学年以上に分かれて就寝しました
が、午後10時の消灯後も読書コーナーで読書に励む子ども達の姿も見られました。翌朝はスポーツ
推進委員や子ども未来塾の学習支援員にも協力していただき、ストレッチとノルディックウォーキン
グで体をほぐしたり、夏休みの宿題や勉強に取り組むなど規則正しい生活習慣を身に付ける内容とし
ました。
　いずれの回も参加した子ども達は、図書館に宿泊する非日常を楽しんでいる様子でした。

【写真は男子の部の様子】
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　今回は、木曽岬っ子応援キャンペーンの一環として11月に計画している教育講演会に向けた打合せを小学校
で行った際に、PTA役員のお二人と校長先生が、教育講演会の内容を確認する中で、自身の子育てについて振り
返り、「分かってはいるんだけど・・・」とそれぞれの思いを語り合った様子を紹介したいと思います。

•校　長：ＰＴＡ役員会後、今日は、教育講演会の打合せをお願いいたします。
•Ａさん：はい、そうでしたね。
•校　長：「夢に向かって頑張る木曽岬っ子応援キャンペーン」は、令和３年度、木曽岬の子どもたちの学力向上の
　　　　　取組を進めるうえで、家庭生活の実態をアンケート調査したところ、テレビやスマホを見ている時間が長
　　　　　い（４時間以上が４割近く）ということが分かり、その時間を少しでも家庭学習や読書の時間にしていき
　　　　　たいということがスタートのきっかけでした。【詳細は、広報きそさき令和４年５月号を参照】
　　　　　そして、子どもたちの学ぶ意欲を向上していくうえで、保護者の方々にも、子どもさんとのよい関係づく
　　　　　りをしていただきたいと考え、教育委員会や青少年育成町民会議の方々が中心となり、昨年度、教育講演
　　　　　会を開催していただきました。講師は、「子どもの自己肯定感を高める10の魔法の言葉」の著者で、そ
　　　　　の他にも多数の教育・子育てに関する本を書かれている石田勝紀さんでした。様々な年代の方が参加され、
　　　　　中には「この話を自分の子育ての時代に聴いていたなら・・・」といった感想を寄せられ、多くの方々の
　　　　　参考になる話が聴けるので、今年度も石田さんにお越しいただきます。
•Ａさん：そうなんですね。昨年度は、あまりわかっておらず、参加できませんでした。５月の本部役員会で、校長
　　　　　先生から、本の一説を紹介され、自分の子育てについて、「ドキッ」としました。そして、本を手に取っ
　　　　　て読んでみました。　
•校　長：ありがとうございます。その本には、さらに『「早くしなさい！」「ちゃんとしなさい！」「勉強しなさい！」
　　　　　という言葉を子どもにかけていませんか? 実は、こんな何気ない言葉が、子どもの自尊感情をつぶして
　　　　　います』とも書かれていましたね。
•Ｂさん：確かに、言ってます。分かってはいるんですけどね・・・。つい、言ってしまうんですよ！
•校　長：そうですよね。学校でも、つい・・・。さらに、石田さんの本には、次のような文章があります。　親が使
　　　　　う言葉を換えると、子どもの自己肯定感は高まり、自己肯定感が高まると、学力も驚くほど伸びていきます。
　　　　　魔法のような言葉がけを、ぜひ、今日からためしてみてください。
•Ａさん：そうなんですよね。私も、つい・・・。自分自身が子どもの頃、よく親から言われた
　　　　　言葉（プラスの言葉やマイナスの言葉）、または、イライラした時に、子どもについ
　　　　　言ってしまう言葉ってありますよね。他の保護者の方々にも聞いてみたいですね。
•Ｂさん：なんで、言ってしまうのかな？言わないほうがいいとは思っているんですけどね・・・。
•Ａさん：子どもには豊かな人生を、自分と同じように、普通の人生を送って欲しいと思って接しているからかな。
　　　　　子どもと自分（親）とは別人格なのに、親としての責任から子どもを支配（干渉）してしまうところあり
　　　　　ますよね。
•校　長：なるほど、僕も３人の娘がいます。もう成人して、仕事に就きました。一人前の大人に成長したのに、今
　　　　　でも子ども扱いして心配している自分がいます。「分かってはいるんですけどね、つい・・・。」
•Ａさん：校長先生や他の先生方も、日々、大変ですよね。少しでも、子どもが健やかに成長するために学校生活や、
　　　　　家庭生活を送れるようになれば…と思います。一人でも多くの方々に、木曽岬っ子応援キャンペーンや教
　　　　　育講演会のことを知っていただけるといいですね。子どもにとっても、私
　　　　　たち保護者にとっても、日々の生活や、子育てがより楽しくなるようにし
　　　　　たいので、そんな思いで、教育講演会の案内を考えていきたいですね。

　２学期も様々な行事や体験活動が予定されており、
子どもたちが活躍する場面が数多くありますので、保
護者や地域の皆さんには、子どもたちの頑張りを応援
いただければと思います。
　また、11月の教育講演会には是非ともお越しいた
だき、子育ての悩みを解決するヒントにしていただけ
ればと思います。

教育講演会に向けた打合せの話の中で

「夢に向かってがんばる木曽岬っ子」応援キャンペーン　シーズン２　連載シリーズ⑤　【木曽岬小学校】

「分かってはいるんですけどね・・・。つい、言ってしまうんです。」

青少年育成町民会議主催

●日　時／１１月23日（木）午後
●場　所／町民ホール

『石田 勝紀さんによる
　　子育てに関する教育講演会』
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児童生徒数の減少に伴う教育課題について語り合う
～子どもたちのためにより良い教育環境を目指して～

令和５年度 総合教育会議

　７月１２日（水）、令和５年度木曽岬町総合教育会議が開催されまし
た。本会議は、町長と教育委員会が本町の教育課題を共有し、課題解
決に向けて意思疎通を図るとともに、教育施策を推進していくため毎
年実施しているものです。
　今年は、小中学校の校長先生にもご出席いただき、今後、児童生徒
数が減少し小規模校となることで予想される学校運営上の困り感や児
童生徒への影響について伺いながら、本町の教育課題を整理すると共
に、これらの教育課題と向き合い、町や教育委員会、学校、地域で今後
どのようなことができるのかについて議論が交わされました。会議の
概要を紹介します。

　教育委員会では、本会議の内容を踏まえて今後の施策を検討し、町長部局と協議しながら望ましい教育環境の
整備に努め、町の未来を担う子どもたち一人ひとりの成長を支援していきたいと考えておりますので、町民の皆
さまのご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

◎児童生徒数の減少に伴う学校運営上の教育課題について
　学級数の減少に伴い教員数が減ることから、教員一人ひとりの負担が増えるほか、特に中学校では、そ
れぞれの教科で教員免許状を所持した教員が授業をしなければならないので、一人の教員が全学年を受
け持ったり、複数教科を担当したりしなければならず、日々の授業準備やテスト作成の際に負担が大きくな
るという課題が出されました。また、現在も一部教科で配置している非常勤講師は、授業のみの勤務なの
で、放課後の児童生徒への対応が難しいとの課題も挙げられました。
　その他にも、これまで本町では、１学年の児童生徒数が４０人台～５０人台（２クラス）で推移してきました
が、今後しばらくの間は３０人台前半（１クラス）で推移することが予想され、１学級あたりの児童生徒数が
これまでよりも多くなることから、教員の負担が増えるのではないかという課題が出されました。

◎学校の小規模化により予想される児童生徒への影響について
　小中学校ともに単学級となりクラス替えができなくなるので、子どもたちの人間関係が固定化しやすく、
トラブルが起こったときの修復が難しくなるという課題や、集団の中で自分の意見を主張したり、他者の意
見を尊重したりする経験が積みにくくなるので、社会性やコミュニケーション能力の育成に影響が出るので
はという声が挙げられました。また、小学校では通学分団の人数が減ってくるため、高学年がいない地区
では、中学年が分団長になってしまうという心配も出されました。
　その他にも、今年度の小学校２年生や中学校１年生は、ＩＥＬ児童生徒を含めると、教室での人数が35
人より多くなり、教室の中の雰囲気は非常に満杯感があり、学習指導と生活指導の両面で、児童生徒一人
ひとりにきめ細かな指導が行き届かなくなるのではないかという心配の声も出されました。

◎今後の検討課題について
　委員の皆さんからは、今後の検討課題として「児童生徒数が過密な学級への対応」や「教員の負担軽減
への対応」が挙げられました。その中でも、特に小学校低学年の１学級あたりの適正人数や、きめ細かな
指導を行うための教員配置について様々な意見が出されたほか、小中一貫校への移行についての意見も
出されました。
　町長からは、「児童生徒数の減少に伴う教育課題についてはよく理解できたので、今後、教育委員会で、
望ましい教育環境について十分研究をして欲しい。また、教育の充実のためにどうすべきかを考え、学級数
の課題と小中一貫教育の課題の双方をリンクさせて、今後も研究を進め、意見をいただけるとありがた
い。」との話がありました。
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今月の
図書館
コーナー

　今月で終盤を迎えるＮＨＫ連続テレビ小説「らんまん」では、植物学者の牧野富太郎の生涯が語られてい
ます。朝ドラの影響で植物ブームが巻き起こっており、当館でも植物の本の貸出が増えています。春の七草
は「七草がゆ」が知られていることで、種類を知っている人は多いかと思いますが、秋の七草がどの草花だ
ったか、ピンとこない人が多いのではないでしょうか。秋の七草について詠われた萬葉集は２首あり、その
うちの1首が「萩の花　尾花　葛花　撫子の花　女郎花藤袴　朝顔の花」です。興味深いのが、朝顔が仲間
入りしていることです。この「朝顔」に関しては諸説あるのですが、牧野富太郎博士の解釈では、セイヨウア
サガオではなく桔梗を指すということです。660年生まれの山上憶良が和歌を詠んだのは40歳ごろと言
われており、多くの和歌が記されたのは700年ごろになります。セイヨウアサガオが伝来したのは平安時代
なので、アサガオとは考え難いというのが理由だそう。時期的に桔梗がしっくりくるのでしょう。日本人は古
の時代から花を愛でて心を癒す風習があったこと、その思いを短歌にして表すこと。日本のことばの美しさ
を感じられずにはいられません。

（『ボタニカ』朝井まかて／著　Fアサ　　萬葉集ニ　新潮日本古典集成／編　911.1マン2）

◎開館日・時間
　火～木 …… 午前10時～午後6時
　金 ………… 正午～午後8時
　土・日・祝 … 午前9時～午後5時
◎休館日、時間外は図書館入口または役場東口入口右の
　返却ポストに返却をお願いします。

●問合せ先／木曽岬町立図書館　☎40-9010
　　　　　　HP：https://www.ik.licsre-saas.jp/kisosaki/

9月 図書館カレンダー ●休館日　▲よみきかせ会
日 月 火 水

2

3 4 5 6 7

10 11

17

24

12

8

1

13

18

14

19

15

9

16

20

25 26 27

21 22

28

23

29 30

木 金 土

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ソフトバレーボールやファミリーバドミントンなどを実施して
いますのでぜひ体育館へお越しください。
24日㈰　午後1時～午後4時

10日㈰　午前9時～午後4時　　24日㈰　午前9時～正午

化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

教育関連施設
開館日のお知らせ

部公民館北
◎開館日
　火～日（年末年始・祝日を除く）
　午前9時～午後5時
※ただし日曜は午前9時～午後1時※新型コロナウイルスの感染状況によっては中止となる場合があります。

メインコーナー
・いきいきと人生を送りたい
サブコーナー
・いのち　・防災
児童コーナー
・じぶん

テ マコーナーー 花の本コーナー「秋の七草」
●萩を揺らす雨 吉永　南央　Ｆヨシ

●万葉集 巻八 山上　憶良  雑歌  1537

●ボタニカ 朝井まかて　Ｆアサ

●二十四節気で楽しむ庭仕事 曳地　トシ　629.7ニジ
●ｆ 植物園の巣穴 梨木　果歩　Ｆナシ

●まいにち、うきうき。和の暦 堀川　波　　386ホリ

•９月のよみきかせ会は２日（土）午前11時～午前11時30分を予定しています。みんな来てね！
•どくしょラリーは９月５日（火）までやっています。
　プレゼントの交換は５日を過ぎても対応します。
•今年も夏休みに実施した「図書館宿泊・朝活体験会」にたくさんのご参加ありがとうございま
　した！（当日の様子は今月号に掲載しています）
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“第60回町民体育祭”開催のお知らせ“第60回町民体育祭”開催のお知らせ“第60回町民体育祭”開催のお知らせ

町民体育祭への屋台などの出店について

　町の一大スポーツイベント“町民体育祭”を４年ぶりに開催します！
　60回の節目となる今大会では、多くの町民のみなさんに参加していただけるように地区対抗種
目ではジュニアリレーと大縄跳びでチーム編成の人数を減らすほか、個人で参加できる一般種目も
多数計画しますので、みなさんで参加していただき、楽しい体育祭にしましょう！！
　なお、地区対抗種目は各地区の区長を通じて募集させていただきます。
　詳細は来月号の広報紙でお知らせします。

　町民体育祭当日に会場内で屋台などの出店を希望される方は、事前に主催者の許可が必要と
なります。申請用紙は教育委員会事務局または町ＨＰに掲載していますので、期限までに申請
してください。なお、募集数を超過した場合は事務局による抽選とします。

●募  集  数／ 10店舗（１人１店舗のみ）
●申請期限／９月22日（金）　午後５時まで
●提  出  先／木曽岬町教育委員会事務局
●注意事項／⑴調理販売で出店を希望される方は、保健所からの指示・指導をすべて満たして
　　　　　　　ください
　　　　　　⑵飲食物を扱う出店内容は、営業許可申請における取扱品目に限ります
　　　　　　⑶飲食物を調理販売する場合は食品衛生責任者が必要となります。詳細は県ＨＰ
　　　　　　　をご確認ください

●日　時／ 10月15日（日）　午前８時30分開会
　　　　　※天候不良等により延期の場合は10月22日（日）
　　　　　※入場行進参加者は午前８時集合
　　　　　※閉会式は午後２時30分頃（予定）
　　　　　※閉会式にも参加賞を用意していますので、
　　　　　　ぜひ参加してください。
●場　所／木曽岬小学校グラウンド
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●問合せ先／教育委員会　☎0567-68-1617
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●利用できる日／月曜日～金曜日の午前
●9月の子育てサロンのお休み
　8日㈮、土・日曜日および祝日

子育てサロン

●がん征圧月間

●9月10日は世界自殺予防デー、9月10日から16日は自殺予防週間

「ひとりで悩まず相談してみませんか」

（公益財団法人日本対がん協会が定めています）

がんは２人に１人がかかる病気とも言われています。

 健康習慣の改善 で予防やがんのリスクを減らすことができることがわかっています。

　その他、9月9日は救急の日、9月21日は世界アルツハイマーデー、9月は世界アルツハイマー月間、
9月24日～ 30日は結核予防週間などがあります。正しい知識を得る機会にしてみてください。
●お問合せは、保健センター　☎0567-68-6119

生活や環境の変化により、知らず知らずのうちにこころの疲れがたまっていませんか。
こころの声を聴いてください、そして、聴かせてください。

　自殺対策推進のため、自殺について、誤解や偏見をなくし、正しい知識を普及啓発することが重要です。
そのため、「自殺予防週間」では、さまざまな関係団体等が、「いのち支える自殺対策」という理念を前面に
打ち出して啓発活動を推進し、悩みを抱えた人が必要な支援を受けられるよう、支援策を重点的に実施する
こととされています。

５つの健康習慣を実践しませんか？５つの健康習慣を実践しませんか？ 早期発見・早期治療を
「禁煙する（受動喫煙も避ける）」
「節酒する」
「食生活を見直す」
「身体を動かす」
「適正体重を維持する」

そのために「がん検診を受診する」
　町内医療機関にて、胃・肺・大腸・乳・子宮
がん検診が令和6年１月まで受診できます。
医療機関へ予約してください。
　10／ 8（日）午前8時30分～午前10時
30分保健センターにて日曜がん検診を実施
します。ご希望の方は保健センター（☎
68-6119）へ

周囲の人は、

「気づき」変化に気づいて、声をかける
「傾　聴」本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
「つなぎ」早めに専門家に相談するよう促す
「見守り」温かく寄り添い、見守る

●相談窓口
　木曽岬町保健センター（☎68-6119）
　こころの傾聴テレフォン
　（☎059-223-5237、059-223-5238）
　平日 午前10時～午後4時
　いのちの電話
　（0120-783-556）
　毎日 午後4時～午後9時
　三重県自殺対策推進センターのホームページ
　内にも各相談先が掲載されています。
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

9月は
健康やこころに関する様々な月間があります。
この機会に、
あなたのからだについて考える時間を
作ってみませんか。

●健康増進普及月間 ●食生活改善普及月間
健康推進普及月間の標語は、

『１に運動　２に食事　しっかり禁煙
　　　　　最後にくすり～健康寿命の延伸～』です。
生活習慣について、考える時間をつくり、気づいたことは改善し、健康増進に努めましょう。

（いつもより１０分からだを動かす）

食事は「プラス１皿」

運動は「プラス１０」

（バランスを整えるために、１日の中で足りない栄養をプラス。
特に木曽岬町でもアンケートでは野菜の量が少ないという結果があります。）

食事をおいしく　バランスよく
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リサイクルの森リサイクルの森
情ベイ 報ント

●問合せ先
㈱くわなＥサービス
☎0594-87-5133
HP：https://www.kwes-ebara.com

「リサイクルの森」体験プログラムを開催します

●開催日時／ 10月14日（土）
　　　　　　午前の部　午前10時から　　午後の部　午後1時から
　　　　　　（約90分間のプログラムです。）
●会　　場／桑名広域清掃事業組合　リサイクルの森　
　　　　　　管理棟2階3階（桑名市多度町力尾字沢地4028）
●実施内容／【午前の部】【午後の部】
　　　　　　「リサイクルの森で秋祭り　遊んで作れる縁日」
　　　　　　牛乳パックやペットボトルなどの廃材を使ったお祭りゲームで遊び、その後、
　　　　　　気に入ったお祭り工作を体験していただきます。
●参加対象／対象：桑名市・木曽岬町・東員町の在住者
　　　　　　定員： 午前の部　25名程度
　　　　　　　　　午後の部　25名程度
　　　　　　※小学生以下の方は保護者同伴　　※お子様は上靴持参
　　　　　　体験プログラムは、先着順の事前予約制となります。
　　　　　　参加ご希望の方は下記期間中に「リサイクルの森」へ、
　　　　　　お電話（☎0594-87-5133）にてご応募ください。
●応募期間／ 9月11日（月）～ 10月13日（金）　午前9時～午後4時まで
　　　　　　（土・日曜日を除く）
●問合せ先／リサイクルの森　くわなＥサービス
　　　　　　（☎0594-87-5133 ／ FAX0594-87-5152）

ホームページは
こちらから
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）
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●
募
集
期
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第
２
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９
月
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金
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で

　
　
　
　
　
（
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効
）

●
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修
期
間

　
第
２
回　
１０
月
２３
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月
）〜
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和
６
年
３
月
２２
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金
）

●
応
募
用
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
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し
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職
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世
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離
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福
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後
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介
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に
就
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方
。
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）
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３
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セ
ン
タ
ー

　
　
　
介
護
員
養
成
研
修
担
当

　
　
　
〒
５１４
│
８５５２　
津
市
桜
橋２

│
１
３
１

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
　
　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
　
　
Ｑ
Ｐ
コ
ー
ド

　
社
会
が
あ
な
た
の
介
護
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

　
最
新
の
介
護
と
知
識
と
体
に
負
担
を

か
け
な
い
技
術
を
ご
自
宅
で
学
び
な
お

し
ま
せ
ん
か
？

　
介
護
の
資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

「
経
験
が
な
い
」「
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
」

な
ど
介
護
職
に
就
く
こ
と
に
不
安
が
あ

る
方
や
、
介
護
職
に
就
業
し
て
１
年
未

満
の
方
に
対
し
て
、」
福
祉
・
介
護
の

現
場
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

介
護
の
知
識
や
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
で
き
る
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

⑴
ｗ
ｅ
ｂ
研
修

●
対  

象  

者

　
福
祉
・
介
護
に
関
す
る
資
格
を
有
し

　
な
が
ら
現
在
介
護
の
仕
事
に
就
い
て

　
い
な
い
方
、
又
は
介
護
職
と
し
て
就

　
職
・
復
帰
後
、
概
ね
１
年
未
満
の
方

●
受
講
期
間

　
８
月
１
日（
火
）〜
令
和
６
年
２
月
１６

　
日（
金
）の
う
ち
の
連
続
す
る
３
週
間

　

※

申
込
受
付
後
、
本
会
よ
り
受
講
日

　
　
程
を
ご
案
内
し
ま
す
。
日
程
の
リ

　
　
ク
エ
ス
ト
も
可
。

●
研
修
内
容

　
７
科
目
（
１０
時
間
）

　
介
護
保
険
制
度
の
動
向
／
尊
厳
の
保

　
持
・
自
立
支
援
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

　
ョ
ン
技
術
／
介
護
の
基
本
／
認
知
症
、

　
老
化
の
理
解　
等

●
受
講
方
法

　
本
会
よ
り
配
布
す
る
資
料
と
講
義
動

　
画
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
を
お
好
き

　
な
時
間
に
視
聴
し
、
期
日
ま
で
に
レ

　
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る

⑵
実
技
研
修

●
対  

象  

者

　
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
受
講
者
の
う
ち
、
受
講

　
を
希
望
す
る
者

●
日　
　
程

　
令
和
６
年
２
月
２０
日（
火
）、

　
　
　
　
　
　
　
２１
日（
水
）

●
研
修
内
容

　
介
護
実
技
演
習

●
会　
　
場

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
津
市
桜
橋
２
丁
目
１
３
１
）

●
定　
　
員

　
１
５
０
名　

※

先
着
順

●
受  

講  

料

　
無　
　
料

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
料
は
受
講
者

　
負
担

●
申
込
期
間

　
５
月
８
日（
月
）〜

　
令
和
６
年
１
月
１９
日（
金
）

●
そ  

の  

他

　
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
の
受
講
に
は
、
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン
、

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
が
必
要

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
料
は
受
講

　
者
負
担

•
希
望
に
応
じ
た
就
労
支
援
を
行
い
ま

　
す
。

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

三重県福祉人材センター

申・問

申・問

介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
就

職
氷
河
期
世
代
）
全
課
程
通

信
講
座
の
受
講
生
募
集

介
護
職
員
初
任
者
研
修

【
通
学
（
一
部
通
信
）】

受
講
生
募
集

令
和
５
年
度
「
介
護
有
資
格

者　

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

（
ｗ
ｅ
ｂ
研
修
）」

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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（
平
日　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
　
社
会
福
祉
法
人

　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
〒
５１４
│
８５５２　
津
市
桜
橋２

丁
目
１
３
１

　
　

E-m
ail

：senzai@m
iew
el.or.jp

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
ま
た
は
退
職
金
ポ
イ

ン
ト
を
積
み
立
て
、
そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。
電
子
申
請
方
式
の
活
用
で
、
手
続

き
が
便
利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

★
特
　
　
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申

　
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

　
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

　
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費

　
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課

　
税
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

　
し
た
電
子
申
請
で
の
納
付
も
可
能
で

　
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

　
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

☆
電
子
申
請
方
式
で
共
済
証
紙
に
か
か

　
る
事
務
負
担
が
軽
減
し
ま
す
。　

•
金
融
機
関
で
の
共
済
証
紙
の
購
入
が

　
不
要
と
な
り
、
社
内
の
Ｐ
Ｃ
で
退
職

　
金
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
で
き
ま
す
。

•
共
済
証
紙
の
共
済
手
帳
へ
の
貼
付
・

　
消
印
や
下
請
へ
の
交
付
・
確
認
が
不

　
要
と
な
り
、
購
入
し
た
退
職
金
ポ
イ

　
ン
ト
か
ら
自
社
や
下
請
の
被
共
済
者

　
に
掛
金
と
し
て
充
当
さ
れ
ま
す
。

•
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
購
入
額
や
掛
金
充

　
当
額
等
が
サ
イ
ト
上
で
自
動
管
理
さ

　
れ
る
の
で
、
残
高
管
理
の
負
担
が
軽

　
減
し
ま
す
。

•
電
子
申
請
方
式
で
発
行
す
る
掛
金
収

　
納
書
等
は
、
公
共
工
事
に
お
け
る
工

　
事
関
係
書
類
の
電
子
化
に
対
応
し
て

　
い
ま
す
。

★
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お

　
願
い　

•
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数

　
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
電
子
申
請
方
式
の
場
合
は
、
労
働
者

　
の
就
労
日
数
に
応
じ
て
退
職
金
ポ
イ

　
ン
ト
を
適
正
に
充
当
し
て
く
だ
さ
い
。

•｢

建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所

　
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界

　
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退

　
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど

建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

地
震
等
に
よ
り
災
害
救
助
法
が
適
用

　
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続
の

　
特
例
措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

※

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建
退
共

　
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
建
退
共
三
重
支
部

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
４
１
１
６

　
こ
れ
ま
で
任
意
で
あ
っ
た
相
続
登
記

の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

•
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、相
続（
遺

　
言
も
含
み
ま
す
。）
に
よ
っ
て
不
動

　
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、
そ
の
所

　
有
権
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

　
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

•
ま
た
、
遺
産
分
割
の
話
合
い
が
ま
と

　
ま
り
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

　
は
、
遺
産
分
割
が
成
立
し
た
日
か
ら

　
３
年
以
内
に
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え

　
た
相
続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

•
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
こ
れ
ら
の

　
義
務
を
果
た
さ
な
い
と
、
１０
万
円
以

　
下
の
過
料
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
津
地
方
法
務
局
桑
名
支
局

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
２
│
５
３
６
１

　
令
和
２
年
７
月
１０
日
か
ら
、
自
分
で

書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局
で
保
管
で
き

る
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
遺
言
書
が
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
り
、
書
き
換
え
ら
れ
た
り
す
る
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

自
身
の
財
産
を
大
切
な
人
に
確
実
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
、
遺
言
書
を
法
務
局

に
保
管
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
津
地
方
法
務
局
桑
名
支
局

　
　
（
総
務
係
）

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
２
│
５
３
６
１

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が

一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

〇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
以
下
の
支
給
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

　
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

•
６５
歳
以
上
（※

１
）
で
、
老
齢
基
礎

　
年
金
（※

２
）
を
受
け
て
い
る

•
請
求
さ
れ
る
方
の
世
帯
全
員
の
市
町

　
村
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

•
前
年
の
年
金
収
入
額
（※

３
）
と
そ

　
の
他
の
所
得
額
の
合
計
が
８
８
１
，

　
２
０
０
円
以
下
で
あ
る

※

１　
請
求
書
は
、
６５
歳
に
な
る
誕
生

　
　
　
日
の
前
日
以
降
に
ご
提
出
く
だ

　
　
　
さ
い
。

※

２　
旧
法
の
老
齢
年
金
、
旧
共
済
の

　
　
　
退
職
年
金
、
そ
の
他
の
老
齢
・

　
　
　
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

　
　
　
で
あ
っ
て
、
政
令
で
定
め
る
年

　
　
　
金
に
つ
い
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

３　
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非

　
　
　
課
税
収
入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

〇
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
と
家
族
を
つ
な
ぐ

相
続
登
記

〜
相
続
登
記
・
遺
産
分
割
を

　
進
め
ま
し
ょ
う
〜
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

預
け
て
安
心
！

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

建退共

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制

度
に
つ
い
て

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

問

問問

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

リ
サ
イ
ク
ル
の
森

イ
ベ
ン
ト
情
報
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12月21日
1月18日
2月15日

12月

3月21日

9月21日
10月19日
11月16日

令和6年1月
令和6年2月
令和6年3月

9月
10月
11月

•
障
害
基
礎
年
金
（※

１
）
を
受
け
て

　
い
る

•
前
年
の
所
得
額
（※

２
）
が
「
４
，

　
７
２
１
，
０
０
０
円+

扶
養
親
族
の

　
数×
３８
万
円
（※

３
）」
以
下
で
あ

　
る

※

１　
旧
法
の
障
害
年
金
、
旧
共
済
の

　
　
　
障
害
年
金
で
あ
っ
て
、
政
令
で

　
　
　
定
め
る
年
金
に
つ
い
て
も
対
象

　
　
　
で
す
。

※

２　
障
害
年
金
等
の
非
課
税
収
入
は
、

　
　
　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
判

　
　
　
定
に
用
い
る
所
得
に
は
含
ま
れ

　
　
　
ま
せ
ん
。

※

３　
同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
７０
歳

　
　
　
以
上
の
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親

　
　
　
族
の
場
合
は
４８
万
円
、
特
定
扶

　
　
　
養
親
族
ま
た
は
１６
歳
以
上
１９
歳

　
　
　
未
満
の
扶
養
親
族
の
場
合
は
６３

　
　
　
万
円
と
な
り
ま
す
。

〇
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

　
る
必
要
が
あ
り
ま
す

•
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

•
前
年
の
所
得
額
（※

１
）
が
「
４
，

　
７
２
１
，
０
０
０
円+

扶
養
親
族
の

　
数×

３８
万
円
（※

２
）」
以
下
で
あ

　
る

※

１　
遺
族
年
金
等
の
非
課
税
収
入
は
、

　
　
　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
判

　
　
　
定
に
用
い
る
所
得
に
は
含
ま
れ

　
　
　
ま
せ
ん
。

※

２　
同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
７０
歳

　
　
　
以
上
の
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親

　
　
　
族
の
場
合
は
４８
万
円
、
特
定
扶

　
　
　
養
親
族
ま
た
は
１６
歳
以
上
１９
歳

　
　
　
未
満
の
扶
養
親
族
の
場
合
は
６３

　
　
　
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
四
日
市
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
５

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
者
の
失
業

率
は
他
の
世
代
と
比
べ
高
い
状
態
が
続

い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う

若
者
の
就
労
支
援
が
重
要
で
す
。
仕
事

や
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
１
人
で

悩
み
苦
し
ん
で
い
る
若
者
に
対
し
、
相

談
場
所
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
国

は
若
者
の
就
労
か
ら
職
場
定
着
ま
で
を

全
面
的
に
支
援
す
る
「
地
域
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
も
し
皆
さ
ん
の
近
く
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
た
ら
、「
ほ
く
サ
ポ
」
へ
の
相

談
を
勧
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
ご
利
用
の
際
は
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
直
接
電
話
く
だ
さ
い

（
電
話
番
号
：
０
５
９
│
３
５
９
│
７
２

８
０
）

●
日　
　
時

　
９
月
２１
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時
３０
分

●
場　
　
所

　
木
曽
岬
町　
福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー

　
和
室
内

●
対　
　
象

　
１５
歳
〜
４９
歳
ま
で
の
、
就
労
を
目
指

　
す
方
（
ご
家
族
・
関
係
者
も
可
）

●
そ  

の  

他

　
相
談
無
料
、
要
予
約

●
相
談
予
定
日
（
第
３
木
曜
日
）

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

●
と　
　
き

　
１１
月
４
日（
土
）、
５
日（
日
）、

　
１１
日（
土
）

●
場　
　
所

　
く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ヴ　
他　

●
種　
　
類

　
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

●
申　
　
込

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か

　
ら
電
子
申
請

　
　
申
込
期
間

　
　
９
月
３
日（
日
）〜

　
　
９
月
１２
日（
火
）

　
　
午
後
５
時
ま
で

②
最
寄
り
の
消
防
署
で
願
書
を
受
け
取

　
り
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重

　
県
支
部
へ
郵
送　

　
　
申
込
期
間

　
　
９
月
６
日（
水
）〜
９
月
１５
日（
金
）

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
危
険
物
係

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
０

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
１

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

　
乙
種
第
４
類
の
受
験
者
を
対
象
に
、

試
験
直
前
の
対
策
と
し
て
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

●
と　
　
き

　
１０
月
５
日（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場　
　
所

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
（
旧
中
央
公
民
館
）

　
桑
名
市
中
央
町
三
丁
目
４４

●
定　
　
員

　
６０
名
（
先
着
順
）

●
受  

講  

料
（
テ
キ
ス
ト
２
冊
、
問
題

　
集
１
冊
代
含
む
）

　
一　
　
般　
　
　
　
５
，
５
０
０
円

　
桑
名
危
険
物
安
全
協
会
員
、
桑
名
防

　
火
協
会
員
ま
た
は
高
校
生
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
，
５
０
０
円

●
申　
　
込

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
電
子
申
請

●
申
込
期
間

　
９
月
５
日（
火
）〜

　
９
月
２７
日（
水
）

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
危
険
物
係

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
０

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
１

北
勢
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は

木
曽
岬
町
出
張
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
！！

令
和
５
年
度

後
期　

危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講

習
会
（
乙
種
第
４
類
）

問

問

問

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
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町内7月の交通事故

●件数／12件（94件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／0人（5人）
（　　）…令和5年累計

ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

秋の全国交通安全運動

～忘れないで！ネットには危険がいっぱい！～

9月21日（木）～9月30日（土）
交通事故死ゼロを目指す日　9月30日（土）

•こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
•夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶
•自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

１ 運動の重点
•横断歩道の通行、横断禁止場所の横断禁止、走行車両の直
　前直後の横断禁止、信号遵守等の交通ルールを守るととも
　に、正しい交通マナーを実践しましょう。
•夕暮れ時、夜間の外出時は、明るい色の服装の着用に努め、
　反射材用品を着用しましょう。
•「ながらスマホ」は周囲への注意が散漫となり危険ですので、
　絶対にやめましょう。

２ 歩行者に気をつけてほしいこと

•自転車も車両であることを忘れず、自転車安全利用五則を
　守りましょう。
•ハンドル、ブレーキ、ライト等を常に点検整備し、夜間は
　反射材用品を着用しましょう。
•運転中の傘さし、スマートフォン使用、イヤホン使用等が、
　自分や周囲に危険を及ぼすことを自覚し、「危険な運転」は
　絶対にやめましょう。
•自転車運転中の交通事故で亡くなった方の多くが頭部に致
　命傷を負っています。
　交通事故から命を守るため、ヘルメットをかぶりましょう。
•万が一の交通事故に備え、自転車損害賠償責任保険等に加
　入しましょう。

ＳＮＳで、子供が裸や裸に近い画像等を知らない相手に送っ
てしまう事案が発生しています。一度ネット上に流出した画
像を全て削除・回収することはできません。このような事例
では、男の子も被害に遭っています。また、子供が加害者に
なった事案も発生しています。子供が被害者にも加害者にも
ならないようにするためにＳＮＳの危険性について子供と一
緒に考えておく必要があります。

犯罪者が優しい言葉をかけてきたり、困りごとを助けるふり
をして子供に近づき、徐々に子供の信頼を得た上で会う約束
をして犯行に及ぶという事案が発生しています。過去には悩
みごとをＳＮＳに投稿した子供が相談に乗るふりをした相手
と会って、危害を加えられた事案も発生しています。子供が
ＳＮＳ等で知り合った人と安易に会うことがないように、日
頃からコミュニケーションをとり、表情や態度の変化に気を
つけるようにしましょう。

３ 自転車運転者に気をつけてほしいこと
•横断歩道では、歩行者の有無に注意して、歩行車優先を徹
　底しましょう。
•シートベルトを必ず着用するとともに、全ての同乗者にも
　着用させましょう。
•６歳未満の幼児を乗せる時は、チャイルドシート等を正し
　く使用しましょう。
•安全速度を守りましょう。
•交差点では、信号を遵守するほか、一時停止や徐行等を必
　ず行い、安全確認を徹底しましょう。
•白や黄のつえを持った人や盲導犬を連れた人などが歩いて
　いる場合には、一時停止か徐行をして、これらの人が安全
　に通れるようにしましょう。
•夕暮れ時又は天候に応じて早めにライトを点灯し、原則、
　対向車や先行車がいない状況ではハイビームを使用しまし
　ょう。
•交通事故防止、交通事故発生時の被害軽減のため、衝突被
　害軽減ブレーキやペダル踏み間違い急発進抑制装置の搭載
　されたセーフティ・サポートカー（略称：サポカー）等への
　乗換えについて積極的に検討しましょう。
•ヘルメットを正しくかぶりましょう。
•飲酒運転、妨害運転（いわゆる「あおり運転」）等の危険
　運転は絶対にやめましょう。

４ 自動車・二輪車運転者に気をつけてほしいこと

自転車安全利用五則
１ 車道が原則、左側を通行
　 歩道は例外、歩行者を優先
２ 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
３ 夜間はライトを点灯
４ 飲酒運転は禁止
５ ヘルメットを着用

三重県交通安全県民運動スローガン

やさしさが　安全つなぐ　三重の道
～ 歩行者の　ハンドサインは　赤信号 ～

SNSを通じて多くの子供たちが性被害等にあっています。ここで、2つの事例を紹介します。

女の子同士だと思って写真のやりとりをしたら…
ケース①

SNSに「家出したい」と書き込んだら親切な人が現れて…
ケース②

注意！ 注意！
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主 な 行 事 備 考場 所 時 間

月カレンダー9

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

●町のホームページ
　https://www.town.kisosaki.lg.jp/

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

※健康カレンダーに記載の行事は状況により変更となる場合があります。ご注意ください。
　なお、下記の行事も状況によっては変更となる場合もあります。

※ごみ減量にご協力をお願いします。
　（資源ごみ、廃品回収をご利用く
　ださい。）
※生ごみなど水分の多いものは、水
　切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別し
　て専用のごみ袋に入れてください。

Ａ 地 区
新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・なぎ
さ台

対象地区

資源ごみ

Ｂ 地 区

可燃ごみ
毎週月・木曜日

  4日・  7日・11日・14日・18日
21日・25日・28日

毎週火・金曜日
  5日・  8日・12日・15日・19日
22日・26日・29日

不燃ごみ 毎月第１・第３水曜日
6日・20日

粗大ごみ 毎月第２水曜日
13日

毎月第４水曜日
27日

毎月第４日曜日
24日

プラスチック製
容器包装

毎週水曜日
6日・13日・20日・27日

家庭ごみ収集におけるお願い 　木曽岬町では、ごみの分別、収集日の確
認に便利なごみ分別アプリ「さんあ～る」
を配信しています。是非ご利用ください。
QRコードからアプリをダウンロードして、
お住いの地区を設定してください。

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

iOS Android

6 ㊌•転倒予防教室 福祉・教育センター集会室 午後1時30分～午後3時

7 ㊍•カウンセリング 保健センター 午前10時45分～午前11時45分 要予約☎68-6119

15㊎•育児相談 保健センター 午後1時30分～午後3時 要予約☎68-6119

19㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬こども園 午前9時30分～午前11時30分

21㊍•歯っぴい指導室 保健センター 午後1時30分～午後2時30分

14㊍
•すくすくひろば
•カウンセリング

保健センター
保健センター 要予約

☎68-6119

午前10時～午前10時30分
午後1時～午後2時
午後2時15分～午後3時15分

27㊌•いす・たいそう教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

13㊌
•献血 伊勢湾岸クリニック

保健センター
男女とも
体重50㎏以上
男17歳以上69歳まで
女18歳以上69歳まで

午後1時30分～午後2時30分
午後3時15分～午後4時30分

20㊌•転倒予防教室•言語訓練
福祉・教育センター集会室
保健センター 要予約☎68-6119

午後1時30分～午後3時
午後1時30分～午後3時

28㊍•カウンセリング 保健センター 要予約
☎68-6119

午前10時45分～午前11時45分
午後3時30分～午後4時30分

26㊋•オレンジカフェ 福祉・教育センター会議室2 午後1時30分～午後3時

9月の納付
●国民健康保険料（10/2納期限） ……… 第３期分
●後期高齢者医療保険料（10/2納期限）   第３期分
●介護保険料（10/2納期限） …………… 第３期分
●水道料金・下水道使用料（10/2納期限）  … Ｂ地区
●こども園保育料（9/27納期限） ………… ９月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく
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24日•日曜役場 役場　住民課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務
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